
第22号様式の3(第15条の4関係) 

建 築 工 事 施 工 結 果 報 告 書 (中間・完了) 

  

 下記のとおり建築工事施工結果を報告します。 

 この報告書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。 

    年  月  日    

        殿 

 

代表となる工事監理者 住 所                 電 話   (    )      

 会社名          ( )級建築士事務所(   )登録第(   )号 

 氏 名          ( )級 建 築 士(   )登録第(   )号 

 

工事施工者 住 所                 電 話   (    )     

 会社名            建設業の許可 大臣・知事 第(   )号 

 氏 名         

(法人にあつては、その事務所の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

品質窓口責任者氏名                 電 話   (    )     

  

 下記の建築工事施工結果については、工事監理者より報告を受けました。 

 

建築主   住 所                 電 話   (    )     

 会社名                              

 氏 名         

(法人にあつては、その事務所の所在地、名称及び代表者の氏名) 

 

記   

(1) 建築工事施工計画報告書受付年月日及び番号      年  月  日   第    号 

(2) 

工
事
現
場 

 名 称   
  工区 

棟 
 工事の種類 新築・増築・改築 

 所在地  

(3) 構 造 設 計 者 氏 名   所 属 会 社   電話   (        )          

(4) 現場代理人(所長) 氏 名   現場事務所   電話   (        )          

(5) 階数 地上  階・地下  階 塔屋 階 (6)建築面積  m2 (7)延べ面積  m2 

(8) 構造 木造・S造・RC造・WRC造・SRC造・混構造(    造＋    造)・その他(     ) 

(9) 高さ 軒高     m 最高     m (10)確認済証交付機関   

(11) 確認・計画通知、年月日及び番号     年  月  日     第    号 

(12) 計 画 変 更 年 月 日 及 び 番 号 
    年  月  日     第    号 

    年  月  日     第    号 

(13) 構造計算の方法 (X) ルート(   ) 、(Y) ルート(   )、その他(          ) 

(14) 

  

※ 受 付 欄 

計
画
変
更
以
降
の
軽
微
な 

変
更
（
構
造
関
係
規
定
） 

  

(注意) ※印のある欄は、記入しないでください。 

 (日本産業規格Ａ列４番) 



様式３  

  

 

工 事 監 理 状 況 報 告 書  

工事監理者   資格番号：    級建築士 第     号  氏名：            

工事監理組織（ 各担当分野 及び 担当者名）  

 

工事監理に関する 重点項目 

 

検査等における 工事監理者から の主な指示・ 指摘事項 及び それら の対応方法 

 

監理者総合所見 

 

 

( 日本産業規格A列4番)  



様式４  

 その１  

鉄 筋 工 事 施 工 結 果 報 告 書 

 

鉄 筋 継 手 の 試 験 ・ 検 査 結 果 報 告  

平12建告第1463号（ 令第73条第２ 項）  関係 

NO.  鉄筋継手の部位 工法名 
継手の 

施工業者名 

鉄筋の 

種別 
鉄筋の径 

試験・  

検査方法 

試験・ 検査機関名 

( 都登録番号)  

試験・ 検査 

期間 

不適格

箇所注3 

合否 

判定 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

 
地中梁、  階柱～ 階梁 

その他（      ）  
  

SD 

～ SD 

D  

～ D  
  

R .  .    

～ R .  .  
有・ 無 合・ 否 

≪不適格箇所の詳細≫（  不適格と 判断さ れた NO. 、 部位、 内容、 対応方法と その結果 等を記入 ）  

 

試験確認欄 

（ 合 計）  

継手箇所数（ 箇所）  試験回数（ 回）  
( 公財) 東京都防災・ 建築ま ちづく り  

センタ ーでの試験回数（ 回／％）  

超音波探傷・ 測定検査 

( 箇所／ロ ッ ト 又は％)  

計画 実施 計画 実施 計画 実施 計画 実施 

    ／ ／ ／ ／ 

 ( 注意)  1 試験・ 検査機関で行っ た結果を 対象と し て記入する こ と 。  

       2 鉄筋継手の部位、 工法（ 圧接継手、 溶接継手、 機械式継手） 及び試験・ 検査方法ごと に記入する こ と 。  

       3 不適格箇所があっ た場合は、 その内容の詳細を ≪不適格箇所の詳細≫欄に記入する こ と 。  

 

 

 コ  ン  ク  リ  ー ト  工 事 施 工 結 果 報 告 書 

 

コ ン ク リ ー ト の 試 験 結 果 報 告   

昭56建告第1102号（ 令第74条） 、 昭46建告第110号（ 令第76条）  関係 

NO.  打込み箇所 打込み期間 
Fc 

( N/㎟)  

Fq 
( N/㎟)  

供試体 

養生方法 
判定強度注4 
( 令第74条)  

判定強度注 5 

( 令第 76 条)  
試験機関名 

( 都登録番号)  
試験期間 

不適格

箇所注3 

合否 

判定 

 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

 
杭・ 耐圧盤・ 地中梁 

階立上り ～ 階床 

R .  .   

～ R .  .   
      

R .  .    

～ R .  .   
有・ 無 合・ 否 

≪不適格箇所の詳細≫（  不適格と 判断さ れた NO.  、 部位、 内容、 対応方法と その結果 等を記入 ）  

 

試験確認欄 

（ 合 計）  

打込容積（ ㎥）  試験回数（ 回）  ( 公財) 東京都防災・ 建築ま ちづく り  

センタ ーでの試験回数（ 回／％）  
計画 実施 計画 実施 計画 実施 

    ／ ／ 

 ( 注意)  1 試験機関で行っ た結果を 対象と し て記入する こ と 。  

    2 打込み箇所ご と に、 試験結果の合否判定を 記入する こ と 。  

       3 不適格箇所があっ た場合は、 その内容の詳細を ≪不適格箇所の詳細≫欄に記入する こ と 。  

    4 判定強度( 令第74条)  構造体コ ン ク リ ート ( 現場水中養生、 現場封かん養生、 コ ア又は標準養生試験体) の判定基準強度を 記入する こ

と 。  

    5 判定強度( 令第76条)  型わく 及び支柱の取り はずし 確認用( 現場水中養生又は現場封かん養生試験体) の判定基準強度を 記入する こ

と 。  

( 日本産業規格A列4番)  



その２  

基礎・ 鉄筋コ ン ク リ ート 造部分等の確認項目 

  

  
確認項目 

確認内容 

欄中の※は法令規定事項である 重要確認項目を 示す。  

工事施工者 工事監理者   

確認方法
注

 確認方法
注

 

①
全
体 

共通 ※ 令3章8節 a)  柱、 はり 、 壁、 ス ラ ブの位置の確認     

※ 令79 b)  かぶり 厚さ の確保     

※ 法37 c)  鉄筋の材質( JI S規格) の確認     

※ 法37 d)  コ ン ク リ ート の材質( J I S規格) の確認     

②
地
盤
・
基
礎 

支持地盤 

( 試験ぐ い( 試)

と 本ぐ い ( 本 )

そ れ ぞ れ に つ

い て 、 記載 す

る 。 )  

※ 令38 

令93 

告1113 

a)  支持地盤の位置、 種類、 地耐力等の確認     

b)  く いの支持地盤の位置、 種類の確認( 載荷試験を 含む)  

試 

本 

試 

本 

く い 、 地盤 改

良 等の 種類 、

配筋等( 試験ぐ

い ( 試 ) と 本ぐ

い ( 本 ) そ れぞ

れ に つ い て 、

記載する 。 )  

※ 令38 

令73 

 

告1347 

告1113 

c)  場所打ちく いの材料、 工法、 長さ 、 径、 位置、 く い頭

処理、 継手、 主筋径・ 数、 かぶり 、 偏心によ る 補強等の

確認 

試 

本 

試 

本 

d)  PCく いの材料、 工法、 長さ 、 径、 位置、 く い頭処理、

継手、 偏心によ る 補強等の確認 

試 

本 

試 

本 

e)  鋼管く いの材料、 工法、 長さ 、 径、 位置、 く い頭処

理、 継手、 偏心によ る 補強等の確認 

試 

本 

試 

本 

f )  連続地中壁の材料、 工法、 長さ 、 径、 位置、 接合、 補

強鋼材、 偏心によ る 補強等の確認 

    

g)  評価工法等のく いの材料、 工法、 長さ 、 径、 位置、 く

い頭処理、 継手、 主筋径・ 数、 かぶり 、 偏心によ る 補強

等の確認 

試 

本 

試 

本 

h)  く い施工中の水の状況 試 

本 

試 

本 

i )  偏心の状況( 施工誤差許容値内、 補強の要否、 変更手続

否・ 要・ 済)  

    

j )  地盤改良の材料、 工法、 径、 長さ 、 位置、 耐力等の確

認 

    

k)  地盤アン カーの方向、 材料、 工法、 耐力等の確認     

l )  フ ーチン グ の種類、 部材寸法、 主筋の径、 本数、 位

置、 ピ ッ チ、 定着等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎」 等)  

    

基 礎の 種類 、

配筋 

※ 令38 

令73 

告1347 

m)  べた基礎の種類、 部材寸法、 主筋の径、 本数、 位置、

ピ ッ チ、 定着等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎」 等)  

    

n)  連続基礎の種類、 部材寸法、 主筋の径、 本数、 位置、

ピ ッ チ、 定着等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎」 等)  

    

o)  独立基礎の種類、 部材寸法、 主筋の径、 本数、 位置、

ピ ッ チ、 定着等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎」 等)  
    

地中ばり  ※ 令38 
令73 
令78 
告1347 

p)  地中ばり の断面寸法、 主筋径、 本数、 位置、 定着方
法、 継手( 位置、 長さ ) 、 あばら 筋の位置、 径、 間隔、 形
状、 偏心によ る 補強、 貫通孔の位置及び補強( 評定品の
仕様確認) 等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎」 等)  

    

マ ス コ ン ク リ
ート  

※ 令74 
令75 

q)  打設計画、 コ ン ク リ ート の温度、 気温、 養生、 コ ン ク
リ ート の状態の確認、 補修等( 参考： JASS5「 鉄筋間隔・
あき の最小寸法」 等)  

    

柱脚 ※ 令66 
告1456 

r )  露出型柱脚 
アン カ ーボルト の配置、 定着長さ 、 形状、 断面積、 ナッ
ト の戻り 止め、 ベース プレ ート の板厚、 孔径、 縁端距
離等 

    

s)  根巻き 型 
  根巻き 部分の高さ 、 RC柱主筋の本数、 形状、 帯筋 

    

         t )  埋込み型 

  埋込み部分の深さ 、 隅柱等の補強筋、 鉄骨のかぶり 厚さ  

      

③
柱 

一般階主筋 ※ 令77 a)  柱寸法、 主筋の径、 本数、 配置( 方向) 、 偏心によ る 補

強等の確認( 参考： 配筋指針「 基礎ばり 」 等)  

    

※ 令77 b)  2段筋の位置( 間隔) の確認( 参考： JASS5「 鉄筋間隔・ あ

き の最小寸法」 等)  

    

最上階主筋 ※ 令73 c)  柱頭鉄筋の止ま り 高さ 、 主筋の出隅のフ ッ ク の確認、

最上階の主筋のはり に対する 定着確認( 参考： 配筋指針

「 柱頭( 最上階) の配筋」 等)  

  

最下階主筋 ※ 令73 d)  最下階の主筋の基礎に対する 定着確認( 参考： 配筋指針

「 柱脚( 最下階) の配筋」 等)  
    



定着・ 継手 ※ 令73 e)  主筋の継手位置及び長さ の確認( 参考： JASS5「 柱筋の

継手の位置及び定着」 等)  

f )  柱筋出隅部の鉄筋端部のフ ッ ク 確認 

    

 ※ 令3章8節 g)  打増し の大き さ によ る 配筋補強確認( 参考： 配筋指針

「 柱・ 梁の打増し コ ンク リ ート 補強筋」 等)  
    

帯筋 ※ 令77 h)  鉄筋径、 間隔、 本数( 副帯筋共) 及び形状の確認( 参考：

配筋指針「 帯筋、 副帯筋の一般形状」 等)  

    

※ 令77 i )  主筋絞り 部、 折曲げ部の帯筋補強の確認( 参考： 配筋指

針「 柱筋の絞り 位置と 絞り 方」 等)  

    

※ 令77 j )  仕口部分の帯筋の配置確認( 参考： 配筋指針「 帯筋の配

筋間隔について」 等)  

    

※ 令77 k)  第１ 帯筋と 柱頭の拘束帯筋の位置確認( 参考： 配筋指針

「 帯筋の配筋間隔について」 等)  

    

※ 令73 

令77 

l )  帯筋のフ ッ ク 又は溶接の形状、 結束の確認( 参考： 配筋

指針「 帯筋の一般形状」 等)  
    

④
は
り 

はり 主筋 ※ 令78 a)  はり 断面寸法、 はり 主筋の径、 本数及び位置の確認     

※ 令78 b)  中吊り 筋の間隔の確保、 長さ 確認( 参考： JASS5「 鉄筋

の間隔・ あ き の最小寸法」 及び配筋指針「 はり 端部・ 中

央部の配筋」 等)  

    

定着・ 継手 ※ 令73 

令78 

c)  はり 筋の定着長さ 、 位置確認( 参考： JASS5「 はり 筋の

定着」、 RC規準「 仕口への定着」 等)  

    

※ 令73 

令78 

d)  重ね継手の位置と 長さ 確認( 参考： J ASS5「 梁筋の継手

の位置」「 鉄筋の重ね継手の長さ 」 等)  

    

※ 令73 

令78 

e)  はり 筋出隅部の鉄筋端部のフ ッ ク 確認     

打 増し 、 貫 通

孔補強 

※ 令3章8節 f )  打増し の補強方法が適切か、 貫通孔の位置及び補強の

確認( 評定品の仕様確認) ( 参考： 配筋指針「 柱・ 梁の打

増し コ ン ク リ ート 補強筋」「 はり の貫通孔補強」 等)  

    

あばら 筋 ※ 令78 g)  あばら 筋の径、 本数( 副あばら 筋共) と ピ ッ チの確認     

※ 令78 h)  あ ばら 筋のフ ッ ク 形状、 結束の確認( 参考： 配筋指針

「 あばら 筋の形状」 等)  

    

片持ちばり  ※ 令73 

令78 

i )  片持ばり 主筋の定着、 あばら 筋位置確認( 参考： 配筋指

針「 片持ちばり の配筋」 等)  

    

小ばり  ※ 令73 

令78 

j )  小ばり 配筋の位置と 定着確認( 参考： 配筋指針「 小ばり

の端部・ 中央部の配筋」「 定着」 等)  
    

⑤
ス
ラ
ブ 

ス ラ ブ筋 ※ 令77の2 a)  ス ラ ブ厚さ の支持条件、 寸法、 鉄筋のピ ッ チと 径の確

認 

    

※ 
令77の2 b)  主筋配置( 短辺・ 長辺と ベント 配筋) の確認( 参考： 配筋

指針「 床ス ラ ブ」 等)  

    

定 着、 重ね 継

手 

※ 令73 

令77の2 

c)  定着と 長さ と 方法( はり 定着、 隣接ス ラ ブ、 段差ス ラ ブ

定着)  
    

      ※ 令73 

令77の2 

d)  片持ス ラ ブの定着と 上端筋位置確保( 先端壁有無) ( 参

考： 配筋指針「 片持ス ラ ブ」 等)  

      

※ 令73 

令77の2 

e)  継手の位置と 長さ ( 参考： 配筋指針「 床ス ラ ブ継手位

置」 等)  
    

補強筋等    f )  床ス ラ ブの出入隅部の補強( 参考： 配筋指針「 床ス ラ ブ

に関する その他の事項」 等)  

    

※ 令3章8節 g)  開口部補強配筋確認( 参考： RC規準等)      

※ 令3章8節 h)  階段部配筋と 補強筋確認( 参考： 配筋指針「 階段」 等)      

⑥
壁 

壁筋 ※ 令78の2 a)  壁厚、 鉄筋の経、 ピ ッ チ、 位置( 土圧壁主筋・ 階段受け

筋) の確認 

    

定 着・ 重ね 継

手 
※ 令73 

令78の2 

b)  定着確認( はり 、 柱、 ス ラ ブ、 壁定着) ( 参考： JASS5及

び配筋指針「 壁筋の定着」 等)  

    

※ 令73 

令78の2 

c)  重ね継手の位置と 長さ の確認( 参考： JASS5及び配筋指

針「 壁筋の継手の位置」 等)  

    

補強筋等 ※ 令78の2 d)  開口補強配筋確認( 参考： 配筋指針「 壁開口補強」 等)      

※ 令3章8節 e)  ス リ ッ ト ( 完全、 部分) の位置、 形状及び配筋確認( 参

考： 構造規定「 ス リ ッ ト の配置及び詳細」 等)  
    

⑦
そ
の
他 

設備配管等    a)  設備配管( CD管等) の配置確認     

ガス 圧接継手 ※ 令73 

告1463 

b)  圧接部の長さ 及び膨ら みの直径、 圧接面のずれ、 鉄筋

中心軸の偏心量の確認 

    

※ 令73 c)  圧接部の検査( 引張試験、 超音波探傷試験等) の検査箇

所、 検査率、 合格率等の確認( 参考： JASS5「 ガス 圧接継

手」 等)  

    

特殊鉄筋継手    d)  認定、 評定工法の仕様及び継手性能の確認     



※ 告1463 e)  認定、 評定品以外の場合のモルタ ル、 グ ラ ウ ト 材又は

ト ルク 確認 

    

型 枠及 び既 存

打 設部 分状 況

確認 

※ 令37 

令79 

f )  型枠及び支柱の締付け 、 清掃状況確認( 参考： J ASS5

「 型枠の検査」 等)  

    

※ 令37 

令79 

告1372 

g)  ジャ ン カ処理、 型枠等木片撤去補修確認( 参考： JASS5

「 不具合と その修理方法の例」 等)  

    

※ 令3章8節 h)  基礎、 柱、 はり 、 床板、 壁の躯体寸法の確認     

※ 令76 i )  型枠支柱存置期間の確認     

※ 令75 

令76 

j )  コ ンク リ ート 打設後の養生( 参考： JASS5「 養生」 等)      

※ 令72 

令74 

k)  コ ン ク リ ート の調合及び圧縮強度の確認( 参考： JASS5

「 養生」 等)  
    

EXP. Jの確認 ※ 令36の4 1)  位置及び間隔の確認     

PCaの品質・ 強

度確認等 
※ 令3章6節 m)  コ ン ク リ ート の調合及び圧縮強度の確認( 参考： JASS5

等)  

n)  鉄筋の配筋確認 

o)  かぶり 厚さ 等の確認( 告示1372号)  

p)  寸法精度の確認 

q)  接合及び緊結の確認等 

r )  製品検査結果( 寸法精度、 打ち込み欠陥等)  

s )  建方後の部材について の構造上支障のあ る ひび割れ等

の欠陥の有無 

    

プ レ ス ト レ ス

ト コ ン ク リ ー

ト の 定 着及 び

材料等の確認 

※ 令80の2

等 

t )  プレ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート の定着方法の確認、 圧着

面のモルタ ル強度等( 告示1320号)  

u)  プレ ス ト レ ス ト コ ンク リ ート の緊張材料強度の確認( 告

示1320号)  

v)  プレ ス ト レ ス ト 導入時のPC強度の確認 

w)  プレ ス ト レ ス ト 導入張力の確認 

    

屋 根ふ き 材 等

の緊結の確認 
※ 令39 

告109 

告771 

x)  屋根ふき 材、 外装材及び屋外に面する 帳壁の構造方法

の確認 

y)  特定天井の構造方法の確認 

z)  特定天井の腐食、 腐朽、 劣化等に関する 確認（ 有効な

さ び止め、 防腐その他の劣化防止のための措置等）  

  

建 築設 備の 構

造強度の確認 
※ 令129の2

の3 

告1388 

告1389 

aa)  昇降機の構造方法 

ab)  昇降機以外の建築設備の構造方法 

ac)  屋上水槽等（ 法第20条第１ 項第１ 号～第３ 号に掲げる

建築物に設ける も のに限る 。）  

  

 ( 注意)  確認方法 

     A： 工事現場で目視又は計測機器によ り 直接確認し たも の 

     B： 報告書によ り 確認し たも の 

     C： 工場等で検査機器を 用いて計測試験し 、 その結果を 工事監理者又は工事施工者が確認し たも の 

     D： 第三者機関等が検査機器を 用いて計測試験し 、 その結果を 工事監理者又は工事施工者が確認し たも の 

     E： 工事監理者( 構造担当： 会社名             氏名         ) が直接確認し たも の 

工事監理者及び工事施工者が、 Aから Eま での確認方法を 参考に記入する 。 ま た、 配筋工事等の重要項目については、 工事

監理組織欄に構造担当者が記載さ れている 場合で、 その構造担当者が直接確認し たも のについては「 ＋E」（ 記入例 A＋E、

B＋E、 B＋C＋E ） と 記入する 。  

 ( 日本産業規格A列4番)  


